
 

 

才井戸流の植物付着珪藻相 
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Epiphytic Diatom Flora from Saido Stream 

Masayuki Fukuoka, Fumie Ohata, Yuriko Okamura 

名古屋市の珪藻相解明を目的として，名古屋市最大の湧水地である守山区才井戸流に産する

ツクシナギゴケモドキとミクリ属の一種に付着する珪藻相の調査を行った．調査の結果，13 属

16 分類群 1 未同定分類群を見出し，ツクシナギゴケモドキには 8 属 9 分類群，ミクリ属の一種

には 11 属 12 分類群 1 未同定分類群が発見された．その中でも，好清水性種とされる Eunotia 
minor が両基質において最優占種となった．今回種を同定することができた 16 分類群のうち，

9 分類群が好清水性種または良好な水質を示す水域の指標種となりえる分類群であった．両基質

の珪藻相の特徴を比較するため，Bray-Curtis 指数を算出したところ δAB = 0.14 となった．これは

両基質の生育環境の違いによる珪藻相の差を反映していると考えられた．今後は年間を通して

複数基質から採集を行うことで，才井戸流の珪藻相をさらに明らかにすることができるだろう． 
 
 

 

は じ め に  

珪藻は，不等毛植物門 Heterokontophyta に属する単

細胞微細藻類である．陸域・水域問わずあらゆる環境

に進出し，それぞれの環境で多様に分化することで，

その種数は現在 10 万種にも上るとされている 1)．しか

し，巨視的な動物や陸上植物と比較して微細藻類は肉

眼で観察することができず，その多様性の現状は十分

に把握されているとはいえない．水域においては，そ

れぞれの水質によって生育する珪藻種のパターンが明

らかにされており，珪藻の種組成に基づいて当該環境

の水域を評価しようとする試みが多数行われている 2), 

3)．名古屋市においては，現在までに村上ら 4)，新修名

古屋市史資料編編集委員会 5)，山本・大塚 6)などが珪藻

相の研究を行っているが，その数は少ない．市内にど

のような珪藻相が形成されているかを明らかにするこ

とは，生物多様性に関する知見を蓄積するうえで重要

であると考えられる．加えて，名古屋市の環境に特化

した指標生物の情報を収集することは，市内の水質保

全事業に資する有用な知見を与えることとなる．そこ

で，本研究では，名古屋市内の珪藻相解明を目指し，

市内の湧水地に産する珪藻に着目した． 
湧水に産する珪藻相に関する研究はいくつか報告

されている 7), 8), 9)が，いまだ情報量は不足しており，出

現種の詳細な形態・生態・分類学的知見は得られてい

ない．名古屋市内においては複数の湧水地が知られて

いるが，中でも守山区中志段味の才井戸流（図 1）は

市内最大の湧水地として知られている 10)．才井戸流で

は，スナヤツメ類 Lethenteron spp.などレッドリスト掲

載種も多数報告されており 11)，市内の生物多様性のホ

ットスポットである．一方で，当該地域の珪藻相につ

いては報告がない． 

図 1. 調査地 
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以上の背景を踏まえて，本研究では，市内最大の湧

水地である才井戸流の付着珪藻相を明らかにすること

を目的とした． 

材 料 と 方 法  

1. 材料 
本研究で用いた試料は，2022 年 5 月 10 日に愛知県

名古屋市守山区中志段味の才井戸流で採集したコケ植

物（ツクシナギゴケモドキ Oxyrrhynchium hians）と水

草（ミクリ属の一種 Sparganium sp.）上から得た（標本

番号: ツクシナギゴケモドキ: NCIES-AL-00001; ミク

リ属の一種: NCIES-AL-00002; 名古屋市環境科学調査

センターに保管）．試料は採集後，10%ホルマリンを用

いて固定した． 

 
2. 観察方法 

得られた試料を定法 12), 13) に準拠して処理し，顕微

鏡観察用の試料を作製した．観察は光学顕微鏡を用い

て行った．光学顕微鏡観察は 100 倍の油浸レンズを用

いて行い，デジタルカメラにより写真撮影を行った．

写真を基に種を同定し，400 殻以上計数して種組成を

算出した．本研究においては，出現頻度 1%以上の分類

群を出現種とした．本研究で用いた術語は既報の文献

3), 14) に従った． 
 

3. 解析 
 各基質に付着する珪藻相の特徴を明らかにするため

に，Bray-Curtis 指数を用いて両基質間における珪藻相

の類似度を算出した 15), 16)． 

結 果 と 考 察  

1. 出現分類群の記載 
観察の結果，13 属 16 分類群 1 未同定分類群を見出

した．そのうち，ツクシナギゴケモドキには 8 属 9 分

類群，ミクリ属の一種には 11 属 12 分類群 1 未同定分

類群が見出された（表 1）． 
以下，それぞれの分類群について報告する． 

 
Achnanthidium minutissimum (Kützing) Czarnecki 1994: 
15717)（図 2）. 
 殻面の外形は中央が膨らんだ船形で，殻端はくちば

し形．殻長 8.4–13.6 m，殻幅 2.3–3.2 m． 
 本種は有機汚濁に関しては広適応性種であり，pH に

関しては中性種であるとされ 3)，広範な環境に高い相

対頻度で出現する種である． 
 殻の外形やサイズが先行研究と一致したため，本種

と同定した 3), 17), 18)．本種は Achnanthes minutissima 
Kützing var. minutissima 1833 として記載された種 18)で

あるが，後の研究 17)により Achnanthidium 属に新組み

合わせされた． 
 
Aulacoseira islandica (O.Müller) Simonsen 1979: 6019)

（図 3）. 
 殻は円筒形であり，直線状の群体を形成する．殻の

直径 4.7–10.7 m，幅 6.3–10.0 m，条線密度 12–14/10 
m，胞紋 16–22/10 m． 
 本種は有機汚濁に関しては広適応性種であり，pH に

関しては中性種であるとされる 3)． 
 殻の外形，サイズおよび条線や胞紋の密度が先行研

究 3), 19), 20)と一致したため，本種と同定した．本種は

Melosira islandica O.Müller 1906 として記載された種 20)

であるが，後の研究 19)により Aulacoseira 属に新組み合

わせされた． 
 
Encyonema minutum (Hilse) D.G.Mann 1990: 66721)（図

4）. 
 殻は三日月形で，腹側は平坦．殻端はくさび形とな

る．縦溝の外裂溝は殻端において腹側に折れるように

曲がる．対して内裂溝は中心域において背側へかぎ状

に曲がって向かい合う．殻長 20.1–38.4 m，殻幅 4.9–
7.1 m，条線密度 12–16/10 m． 

本種は典型的な好清水性種であり，pH に関しては中

性種であるとされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度，縦溝の形態が先行研

究 3), 21), 22)と一致したため，本種と同定した．本種は

Cymbella minuta Hilse ex Rabenhorst 1862 として記載さ

れた種 22)であるが，後の研究 21)により Encyonema 属に

新組み合わせされた． 
 
Eunotia minor (Kützing) Grunow in Van Heurck 1881: Pl. 
33: Figs 20, 2123)（図 5）. 
 殻は三日月形で，腹側は平坦．殻端付近で背側がや

やくびれくちばし形となる．殻長 13.9–63.3 m，殻幅

3.4–7.2 m，条線密度 12–18/10 m． 
 本種は有機汚濁に関しては好清水性種とされ，pH に

関しては中性種であるとされる 3)．本研究においては，

ツクシナギゴケモドキにおいて 23.4%，ミクリ属の一

種において 28.2%の出現頻度を示した最優占分類群で
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ある． 
 殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 23), 24)と一

致したため，本種と同定した．本種は Himanthidium 
minus Kützing 1844 として記載された種 24)であるが，後

の研究 23)において Eunotia 属に新組み合わせされた． 
 
Frustulia crassinervia (Brébisson ex W.Smith) Lange-
Bertalot et Krammer in Lange-Bertalot et Metzeltin 
1996: 57, Pl. 38: Figs 7–925)（図 6）. 
 殻面の外形は船形で，先端部は頭状形からくちばし

形．殻長 47.5–54.7 m，殻幅 8.4–10.8 m．殻縁はゆら

ぎのある曲線となる． 
 本種は腐食栄養型の水域によく出現する好酸性種で

あり，清水域を好む傾向が大きいとされている 3)． 
 殻の外形やサイズ，特に殻縁がゆらぎのある曲線と

なるという特徴が先行研究 3), 25), 26)と一致したため，本

種と同定した．本種は Navicula crassinervia Brébisson ex 
W.Smith 1853 として記載された種 26)であるが，後の研

究において Frustulia 属の 1 変種 F. rhomboides 
(Ehrenberg) De Toni 1891 var. crassinervia (Brébisson ex 
W.Smith) Ross 1947 に新組み合わせされた 27)．その後，

現在の種に新組み合わせされた 25)． 
 
Gomphonema exilissimum (Grunow) Lange-Bertalot et 
E.Reichardt in Lange-Bertalot et Metzeltin 1996: 70, Pl. 
62: Figs 23–2725)（図 7）. 
 殻面は船形となるが，横軸に対して非相称の楔形と

なる．殻端はくちばし形．殻長 14.9–36.7 m，殻幅 4.3–
6.6 m，条線密度 9–15/10 m．軸域は狭い．中心域の

条線の 1 本の先端には 1 個の遊離点が存在し，その反

対側の条線は遊離点を有する条線の長さの半分ほどで

ある． 
 本種は有機汚濁および pH について広適応性種であ

るとされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度，中心域付近の形態が

先行研究 3), 23), 25)と一致したため，本種と同定した．本

種は Gomphonema parvulum (Kützing) Kützing 1849 var. 
exilissimum Grunow in Van Heurck 1880 として記載され

た種 23)であるが，後の研究により種に新組み合わせさ

れた 25)． 
 
Navicula angusta Grunow 1860: 528, Pl. 3: Fig. 1928)（図

8）. 
殻の外形は披針形．殻端は広円形．軸域は狭く，中

心域は一方よりも他方が広くなる．条線は放散状だが，

殻端付近で収斂状となる．殻長 34.0–48.5 m，殻幅 5.4–
6.8 m，条線密度 11–13/10 m． 

本種は，有機汚濁に関しては好清水性種であり，pH
に関しては中性種であるとされる 3)． 

殻の外形やサイズ，条線密度およびコケ植物に付着

するという特徴が先行研究 3), 28)と一致したため，本種

と同定した． 
 

Navicula cryptotenella Lange-Bertalot 1985: 62, Pl. 18: 
Figs 22, 23; Pl. 19: Figs 1–10; Pl. 27: Fig. 129)（図 9）. 
 殻の外形は披針形．殻端はくさび形．条線は放散状

で，殻端付近で収斂状．殻長 22.7–27.3 m，殻幅 5.3–
6.1 m，条線密度 15–16/10 m． 

本種は，有機汚濁に関しては好清水性種であり，pH
に関しては中性種であるとされる 3)． 

殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 29)と一致

したため，本種と同定した． 
 
Navicula decussis Østrup 1910: 77, Pl. 2: Fig. 5030)（図 10）. 
 殻の外形は広披針形で，殻端部はくちばし状となる．

条線は殻端部ではやや収斂状，それ以外では放散状と

なる．中心域は広い．殻長 19.3–24.4 m，殻幅 7.1–10.1 
m，条線密度 14–15/10 m． 

本種は，有機汚濁に関しては広適応性種，pH に関し

ては好アルカリ性種であるとされる 3)． 
殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 30)と一致

したため，本種と同定した． 
 
Navicula subalpina E.Reichardt 1988: 241, Figs 30–4131)

（図 11）. 
 殻の外形は披針形で，殻端部はくさび形となる．条

線は放散状で，殻端部は収斂状．中心域は小さい．殻

長 22.4–31.8 m，殻幅 5.2–6.5 m，条線密度 15–18/10 
m． 

本種は，日本では比較的少産であるが，β中腐水性

よりも良好な水域の指標種であるとされる 3), 32)． 
殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 31), 32)と一

致したため，本種と同定した． 
 
Nitzschia perminuta Grunow in Van Heurck 1881: Pl. 69: 
Figs 4, 724)（図 12）. 
 殻の外形は線状披針形．殻端部はくちばし形となり

ややくびれる．殻長 16.8–39.9 m，殻幅 2.1–3.4 m，

間板 10–13/10 m． 
本種は，有機汚濁に関しては広適応性種であり，pH
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に関しては好アルカリ性種であるとされる 3)． 
殻の外形やサイズ，間板の密度が先行研究 3), 24)と一

致したため，本種と同定した． 
 
Pinnularia sp.（図 13）. 
 殻の外形は披針形．殻端部は頭円形からくさび形．

条線は，殻中央部において放散状，先端部で収斂状．

軸域は広く，中心域は菱形となる．殻長 55.3–79.6 m，

殻幅 9.7–12.6 m，条線密度 12–16/10 m． 
本種は Pinnularia stomatophora (Grunow) Clave 189133)

に形態が類似するが 3) 33)，P. stomatophora よりも中心

域が狭いことから未同定種とした． 
 
Planothidium lanceolatum (Brébisson ex Kützing) 
Lange-Bertalot 1999: 28734)（図 14, 15）. 
 殻の外形は披針形．殻端部は広円形またはくさび形

となる．縦溝殻の中心域は広く，無縦溝殻の中心域に

は馬蹄形の無紋域がある．縦溝殻の殻長 13.6–25.5 m，

殻幅 4.7–7.2 m，条線密度 12–15/10 m．無縦溝殻の殻

長 10.0–22.8 m，殻幅 4.2–7.3 m，条線密度 12–15/10 
m． 

本種は，有機汚濁については好清水性種で，pH に関

しては中性種であるとされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度および馬蹄型の無紋域

の有無が先行研究 3), 34), 35)と一致したため，本種と同定

した．本種は Achnanthidium lanceolatum Brébisson ex 
Kützing 1846 として記載された種 35)であるが，後の研

究により Planothidium 属に新組み合わせされた 34)． 
 
Planothidium rostratum (Østrup) Lange-Bertalot 1999: 
279 (as “rostatum”)34)（図 16, 17）. 
 殻の外形は披針形で殻端部はくびれてくちばし形と

なる．縦溝殻の中心域は広く，無縦溝殻の中心域には

周囲を仕切る線状構造を有する馬蹄型の無紋域がある．

縦溝殻の殻長 11.8–15.6 m，殻幅 5.1–6.5 m，条線密

度 13–15/10 m．無縦溝殻の殻長 13.6–17.1 m，殻幅

5.4–7.0 m，条線密度 13–15/10 m． 
 本種は，有機汚濁に関して広適応性種で，pH に関し

ては好アルカリ性種であるとされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度および馬蹄型の無紋域

に周囲を仕切る線状構造がみられることが先行研究 3), 

34), 36)と一致したため，本種と同定した．本種は

Achnanthes rostrata Østrup 1902 として記載された種 36)

であるが，後の研究により Planothidium 属に新組み合

わせされた． 

 
Platessa conspicua (A.Mayer) Lange-Bertalot in 
Krammer et Lange-Bertalot 2004: 44537)（図 18）. 
 殻の外形は披針形．殻端部はくさび形．軸域はやや

広い．殻長 8.5–10.9 m，殻幅 4.6–4.9 m，条線密度 14–
16/10 m． 
 本種は，有機汚濁については好清水性種で，pH に関

しては中性種であるとされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 37), 38)と一

致したため，本種と同定した．本種は，Achnanthes 

conspicua A.Mayer 1919 として記載された種 38)である

が，後の研究により Platessa 属に新組み合わせされた

37)． 
 
Psammothidium helveticum (Hustedt) Bukhtiyarova et 
Round 1996: 8, Figs 20–2539)（図 19, 20）. 
 殻の外形は披針形で，殻端部はくさび形．中心域は

広い．縦溝殻の殻長 10.2–23.7 m，殻幅 4.2–9.6 m，

条線密度 22–26/10 m．無縦溝殻の殻長 9.3–23.0 m，

殻幅 4.7–9.6 m，条線密度 21–24/10 m． 
 本種の有機汚濁に対する耐性は不明だが，pH に関し

ては中性種であるにもかかわらず好酸性の傾向がある

とされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 39), 40)と一

致したため，本種と同定した．本種は Achnanthes 
austriaca Hustedt 1922 var. helvetica Hustedt 1933 として

記載された種 40) であるが，後の研究において

Psammothidium 属に新組み合わせされた 39)． 
 
Stauroneis kriegeri R.M.Patrick 1945: 17541)（図 21）. 
 殻の外形は披針形．殻端部はくびれて頭状となる．

明瞭な十字の無条線域をもつ．殻長 19.5–23.0 m，殻

幅 4.3–5.4 m，条線密度 22–28/10 m． 
 本種は有機汚濁に関して好清水性種であり，pH に関

しては中性種とされる 3)． 
 殻の外形やサイズ，条線密度が先行研究 3), 41)と一致

したため，本種と同定した． 

 
2. 才井戸流の植物付着珪藻相の特徴 
 有機汚濁耐性について注目すると，今回種を同定す

ることができた 16 分類群のうち，9 分類群が好清水性

種または良好な水質を示す水域の指標種となりえる分

類群であった．また，pH 耐性については，16 分類群

のうち 9 分類群が中性種であった 3)． 
各基質の珪藻相について，Bray-Curtis 指数を用いた
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類似度の算出を試みた．結果，Bray-Curtis 指数は δAB = 
0.14 となった．この指数は，0 ≦ δAB ≦ 1 で示され，

1 に近づくほどそれぞれの群集が類似していることを

示している 16)．同一河川内ではあるが，ツクシナギゴ

ケモドキは湧水が染み出す岸壁上という半気生的環境

に生育していたのに対し，ミクリ属の一種の生育環境

は流水中であったという違いが反映されていると考え

られる． 

ま と め  

本研究においては，才井戸流に産するツクシナギゴ

ケモドキとミクリ属の一種から 13 属 16 分類群 1 未同

定分類群の珪藻を見出し，才井戸流に生育する珪藻相

の概略を初めて報告することができた．これらの珪藻

の多くは好清水性種であり，才井戸流の水質が良好な

状態で維持されていることが示唆された．また，今回

の結果は，市内の他の湧水地の珪藻相を調査するうえ

で有用な情報となると考えられる．一方で，付着珪藻

は基質や季節ごとに生育する種が異なっているとされ

ている．そのため，才井戸流の珪藻相をさらに明らか

にするためには，様々な基質を対象とした年間を通じ

た試料採集が求められる． 
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  ツクシナギゴケモドキ ミクリ属の一種 
生態情報 

有機汚濁 pH 

Achnanthidium minutissimum 9.7 2.2 広適応性 中性 

Aulacoseira islandica  1.9 広適応性 中性 

Encyonema minutum  1.4 好清水性 中性 

Eunotia minor 23.4 28.2 好好清清水水性性 中中性性 

Frustulia crassinervia 4.3  好清水性 好酸性 

Gomphonema exilissimum 19.6 20 広適応性 広適応性 

Navuciua angusta 3.6  好清水性 中性 

Navicula cryptotenella 2  好清水性 中性 

Navicula decussis  1.2 広適応性 好アルカリ性 

Navicula subalpina  5.3 好清水性 n.d. 

Nitzschia perminuta 10.1 4.8 広適応性 好アルカリ性 

Pinnularia sp.  1.2 n.d. n.d. 

Planothidium lanceoratum 9.9 5.8 好清水性 中性 

Planothidium rostratum  7.2 広適応性 好アルカリ性 

Platessa conspicua  1.4 好清水性 中性 

Psammothidium helveticum  10.4 n.d. 中性～好酸性 

Stauroneis kriegeri 11.9  好清水性 中性 

others（出現頻度 1%未満） 5.4 8.9 - - 

太太字字は最優占種．網掛けは好清水性種．  

表 1. 出現分類群（%） 
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図 2. Achnanthidium minutissimum, 図 3. Aulacoseira islandica, 図 4. Encyonema minutum, 図 5. 
Eunotia minor, 図 6. Frustulia crassinervia, 図 7. Gomphonema exilissimum, 図 8. Navicula angusta, 
図 9. Navicula cryptotenella, 図 10. Navicula decussis, 図 11. Navicula subalpina, 図 12. Nitzschia 
perminuta, 図 13. Pinnularia sp., 図 14, 15. Planothidium lanceolatum（14. 縦溝殻, 15. 無縦溝殻）, 
図 16, 17. Planothidium rostratum（16. 縦溝殻, 17. 無縦溝殻）, 図 18. Platessa conspicua, 図 19, 20. 
Psammothidium helveticum（19. 縦溝殻, 20. 無縦溝殻）, 図 21. Stauroneis kriegeri.  
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